
  

 

 

給食当番にベストを尽くす！ 

１２月上旬に、４時間目終わりから「いただきます」までどのクラスが一番早くできるか競いました。どのク

ラスも早く行えていました。ほとんどが１０分程度で準備できました。中には７分台で準備できる学級もあっ

たそうです。早く「いただきます」のあいさつができると食事の時間が長くなります。そうすると、いつもより味

わう時間もありおいしくいただけます。友達と会話もできて楽しい時間になります。給食という食事をとる時

間を自分たちで幸せな時間にできました。 

この「給食を早く準備すること」を続けるとみなさんにとってプラスになることがあります。 

まず、みんなで取り組むことに対してみんながベストを尽くせるようになるということです。学級に所属した

り、部活動をしていたり、所属するチームがあったりと何かしらの集団に所属することが多いです。その所

属する集団で同じ方向を向くことができるようになるということです。同じ方向を向くとよりすばらしい成果に

つながります。 

次に、仕事をてきぱきと行えるようになるということです。例えば飲食店で働く場合は、お客さんの待ち時

間を少なくして料理を提供できます。企業で勤める場合は、少ない時間で成果が出せる能力があった方

が企業に貢献できます。早く行えると時間が生まれるということです。 

このように、自分のため、学級のためになることが多いです。これからも続けて『誇り』にしましょう。 

 

 

 

 

 

 

冬休みはお家で 

Ｎｅｗ Ｈｅｒｏｅｓ 

あなたの家庭での役割はなんですか。 

ゴミ出しですか。お風呂洗いですか。 

犬の散歩ですか。ごはんを炊くことで 

すか。学校での役割を果たしているみなさんですから、家庭でも何か役割をもってほしいです。家族の一

員ですし、中学生にもなっているので家庭の歯車の一つになりませんか。これから社会に出ていくみなさ

んですから、社会の縮図である家庭で役割をもちたいです。お家の方が行っている家事をどうやってやる

か教えてもらいましょう。冬休みは１４日間学校に来ずに家で過ごすことになります。もちろんゆっくり家族

で過ごす時間にしてほしいです。そして、家庭で役に立つ人間になれるような行動をしてほしいです。 
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